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あるお店で、子どもが食事をする前に手を

合わせて「いただきます」と言ったら、「お

金を出しているのだから手を合わせなくて

よい」と親が言っていたそうです。 

礼を言うのは売り手側の方だと言いたい

のでしょうか？親の言葉に寂しさ、虚しさを

感じました。私は、何をするにも手をあわせ

ることが基本だと思います。日本は、経済的

な発展は遂げたと言われますが、その精神、

美質が失われたという事をよく耳にします。

これは教育に問題があるのではないか、知識

を詰め込むだけの知育編重ではないか。人間

の基本的な徳育が足りないのではないかと

思うことがあります。 

人間は一人では生きられないこと、大いな

るものに生かされていること、お金がすべて

ではないこと、地球上において餓死で飢えて

いる人が何億といる中、食べられることがい

かにありがたいということを感じてもらい

たい。「ありがとう」「おかげさま」 

 

「ありがたい」「もったいない」等、感謝す

る言葉で心の養いを、食物を通して生命尊重

を教え、感じることから始めてほしいと思い

ます。 

私たちが行う保育は、子どもの命を預かる

仕事です。預かった子どもの命をしっかりと

活かせるかどうかは一人ひとりの保育者次

第です。それは、とても重い責任を背負って

おり、そのために日々感度の高いアンテナが

必要であり、一つひとつの感謝する体験の積

み重ねによって子どもたちは内面からキラ

キラと輝きだし、子どもの未来へ進めると思

います。 

子ども達の命の重さや一瞬一瞬のかけが

いのなさを深く感じ、子ども達を思いっきり

輝かせることが出来るよう、そして一番大切

な感謝の気持ちを育めるような保育を目指

していきたいものです。 
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５月 17 日、澄み渡る青空の下、おひさま保育園 22 園の年長児 598 名、職員 125 名、

そして 544 名の応援のために集まってくださった保護者の方々と一緒におひさま交流運動

会が開催されました。今年は「笑顔でつなげよう 和・輪・WA！！新元号令和もスタート！

おひさまの輪をたくさんつなげてＷＡ－！！笑顔いっぱいみんな一緒に楽しもう～♪」をテ

ーマに開催致しました。開会式で子ども達が揃った様子は圧巻で、皆で歌う園歌、かけっこ、

玉入れはたくさんの声援に応えるように、力一杯頑張りました。パラバルーンは、一人ひと

りが大切な存在であるという思いから、曲は「ビューティフルネーム」気持ちをひとつに皆

の心が繋がり、子ども達の輪も広がり、華やかな時間となりました。なかよしタイムでは、

長い電車を作るゲームをしました。ニコッと笑って「じゃんけんぽん！」歓声と共に、あっ

という間に仲良しです。 

この交流運動会開催にあたっては、各園から職員が集まり、準備を進めてきました。子ど

も達の安全や楽しく過ごす時間を目的に話し合いを重ね、当日を迎えました。職員たちは日

々、別々の保育園で勤務していますが、力を合わせ創り上げていく中、職員同士の繋がりも

深まり、輪が広がったと思います。これからも「江戸川区の子ども達のために」を合言葉に

職員皆で手を取り合い、たくさんの笑顔が見られるよう取り組んでいきたいと思います。 

                     北葛西おひさま保育園園長 齋藤 久美 

2019 
おひさま 
交流運動会 
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緒に、一日一日を大切に過ごせて行けたらと思いました。 

 

輝く太陽に向かって元気に咲くひまわり。お

ひさま保育園の子ども達もひまわりのように逞

しく元気に育ってほしい。そんな願いを込めて、

おひさま保育園 22 園の子ども達と一緒にひま

わりを育てる取り組みがスタートしました。 

小さな手に種を取り、「しましまだね」「チョ

コレートみたい」「どこから芽が出るのかなぁ」

と様々な思いを胸に、土へそっと埋める子ども

達。「大きくなあれ」「早く芽でないかなぁ」と

張り切って水をあげたこともあり、種まきから

１週間程で芽が出ました。その小さな芽を眺め

ては、「わぁっ、かわいい」「昨日より大きくな

ったね」と、毎日ひまわりの生長を楽しみにし

ているようです。 

身近な植物の生長を見守ることで、植物だけ

でなく生き物や周囲の人への思いやりの気持ち

も育めるといいなと、思う毎日です。夏にはど

んなひまわりが咲くのか、楽しみです。 

西葛西おひさま保育園 副園長 信田 尚子 

 

 

 

松島おひさま保

育園の園長に就

任いたしました

守田真由美です。 

4月1日の進級

式で、進級の喜び

に満ちた子ども

達を前に園長として初めて挨拶をしまし

た。個性が光る元気な子ども達から大きな

パワーをもらい、保護者の皆様から温かい

声掛けを頂き日々楽しく過ごせることに

感謝の思いでいっぱいです。新しい名札を

渡しながら新たな立場で「この子ども達の

笑顔と未来を守る」という職責の重さを痛 

感し、一層身が引き締まる思いでした。 

子どもは、沢山の愛情を受け満たされる

ことで自己肯定感が生まれ自分に自信を

持ちます。そうすることで、人に対しての

優しさや思いやりの心が育ちます。職員一

同、一人ひとりを大切に気持ちに寄り添う

温かい保育を心掛け、保護者、関係者の皆

様と一緒に沢山の愛情を注ぎ、子どもの成

長を共に見守らせて頂きたいと思います。 

松島おひさま保育園が笑顔あふれ楽し

く安心できる場所となるよう努力し一歩

ずつ進んで参ります。どうぞ宜しくお願い

いたします。

 園長就任挨拶 

さかせよう みんなの ひまわり 
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新堀おひさま保育園は、開園から 18

年、当初から体育・音楽など、様々な活

動を幼児クラスで取り入れてきました。

一昨年度から乳児保育に目を向け、乳児

期に大切なことは何か、どのような関わ

りが必要なのか、職員が研修を受け、外

部から講師を招き、学んでいます。 

１歳クラスを２グループに分け、出来 

るだけ個別に保育士との関る中、安心し

て過ごせるように努めています。着替え

や食事等は特に、ひとりひとりの発達に

合わせ丁寧に安心できるよう援助してい

ます。少人数だからこそ出来る関わりを

大事にまた、乳児期の様々な欲求や思い

を十分に受け止めていく中、子どもたち

の自己肯定感を育んでもらいたいと思っ

ています。 

保護者の方から「ひとりひとりに目が

行き届いていますね」「子どもたちが落ち

着いていますね」と言っていただく事も

あり、これからも子どもたちひとりひと

りが伸び伸びと、楽しく過ごしていける

ようこの取組を続けていきたいと思いま

す。    保育士 川倉 悦子

                                

 

 

 

松本おひさま保育園では、毎年、年長

児が竹馬に挑戦しています。竹馬は、保

護者と一緒に作った世界に一つだけの

特別なもので、子ども達の挑戦する意欲

にも繋がっています。始めは保育士に支

えられ、慣れてくるとテラスの段差を使

い 自分で最初の一歩を踏み出すこと

が出来ます。 

 

 

 

 

子ども達は練習をしていく中で、足が痛

くなってしまうことがあり、家に帰って

から頑張ったことを話しながら保護者に

マッサージをしてもらい、竹馬を通して、

親子のコミュニケーションの時間が出来

ることもあります。子ども達の中には、

「昨日マッサージしてもらったからまた

頑張る！」とにこやかに話してくれる子

もいます。竹馬が上手く乗れるようにな

った時のキラキラした笑顔、嬉しそうな

顔で保護者に話している姿を観ることで、

保育士として嬉しくなります。 

心も身体もげんきな子を保育目標にこ

れからもこの活動に力を入れていきたい

と思います。   保育士 鈴木 翔吾 

 おひさま TOPICS～松本おひさま保育園～ 

 おひさま TOPICS～新堀おひさま保育園～ 
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梅雨に入り園庭の紫陽花が少しずつ

色濃く、そして大きな花を咲かせる中、

園児達は元気に遊ぶ姿が見られています。 

さて、紫陽花は「小さな花が寄り集ま 

 

 

 

るようにして円形を作る姿」や「雨に濡れ

た紫色の美しさがある」とともに「仲良し

」や「家族団らん」といったイメージを抱

いている方も多くいらっしゃるようです。

お友達と仲良く遊ぶ姿はまさにこの紫陽

花のイメージにぴったりってところでし

ょうか。 

梅雨が明けると園庭には紫陽花から法

人のイメージフラワーでもある「ひまわり

」が夏の太陽に向かって大きく・たくまし

くそして華やかな花を咲かせる準備を少

しずつ進めている今日この頃です。 

園長 神宮 敦 

 

 

 

 

 

７月 11 日に夏祭りがあり、年長ひま

わり組はオープニング披露をします。事

務所にいるとオープニング練習の元気

な掛け声が聞こえ活気が感じられます。

練習風景を時折のぞき、子ども達の顔を

見ると、とっても活き活きした表情で 

練習に参加していました。担任の先生

方も一緒に楽しんでいる様子が見られま

した。先生の笑顔と楽しそうな掛け声に呼

応した子ども達の「練習楽しい！」といっ

た表情が印象的で、「大人が楽しんでいる

と子どもも楽しい。」そんな代表的な場面

が見られ、私も嬉しく思いました。更に先

生のポーズや手足のアドバイスを聞き自

身で確認したり、子ども同士で声を掛け合

う姿を見ると、さすが年長さんだなぁ。と

感心しました。夏祭り当日も、楽しく元気

いっぱいに発表してくれると思います。  

        主任 日野 克彦 

 

 

 

 

 おひさま TOPICS～清新第二おひさま保育園～ 

 おひさま TOPICS～南葛西おひさま保育園～ 
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決 算 報 告 
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よく噛む習慣をつけましょう 

よく噛んで食べる大切さが改めて認識されたのは、１９８０年代ご

ろです。きっかけは、幼児・児童の教育現場で「食べ物をきちんと噛

まない子どもが多い」という声がありました。この頃から、加工食品

や脂質を多く含むやわらかい食品が増え始めたことが一因だと考え

られています。よく噛んで食べることは虫歯を予防するだけでなく肥

満予防や食べ物の消化吸収をよくする、また味覚の発達にもいい効果が期待されます。 

おひさま保育園の給食では、「噛んで食べる！」ことを大切に考え、噛む習慣をつけるため

の献立に工夫をしています。 

注）年齢に合わせた食材の大きさや固さで提供しています。 

・柔らかく煮えている芋や大根・人参などの根菜類は、少し大きめに切っています。 

・和え物やサラダに、噛んで食べる揚げたワンタンの皮やカリカリに焼いたしらす、 

コーンフレークなどをトッピングしています。 

・パンやお肉は、自分の一口を覚え、前歯で噛みちぎれる大きさしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

法人給食だより 

噛みごたえ早見表 

野菜：かみごたえ度 1～５は茹でたもの  果物：りんごは皮つき 参考：少年写真新聞社給食ﾆｭｰｽ引用 

 

 

こんな悩みはありませんか？  

☆よく噛まないで、飲み込むようにして食べる。 

口いっぱいに食べ物をほおばり、食べるのが早くよくおかわりをする子など。例えば、子ども

に早く「食べなさい」と少し急がせすぎていませんか。大人が一緒にゆっくり食事をとるよう

にしてみましょう。 

☆口にためて、なかなか飲み込まない。 

食事時間が長く、食が細い、偏食がみられがち、固いものがなかなかかめない子など。 

例えば、噛みつぶす程度で飲み込みやすくなる形態のものをあげていますか。うす切りのお肉

や青菜の軸の繊維などはかみづらいものです。噛みやすいように繊維を切るようにして、今よ

り少し小さめに切って出してみてはどうでしょうか。 

 

https://1.bp.blogspot.com/-8SjMrSxKAb8/VYJrsYGp0TI/AAAAAAAAui8/Xe9RSj1zEos/s800/oishii5_girl.png
https://1.bp.blogspot.com/-dLi5SjTQD7w/W_UGBPlGt-I/AAAAAAABQUo/N_xuwCPVY0A93YmzQGfsyS_bX7XRI1hmgCLcBGAs/s800/vegetable_cabbage2.png
https://4.bp.blogspot.com/-FlkEDz3wQSc/Vtw1wrbo6AI/AAAAAAAA4fk/k8tfPNkMvb4/s800/tomato_red.png
https://3.bp.blogspot.com/-QCe-ngfpbTg/UkJM8tkaq6I/AAAAAAAAYWM/U3pbo3YS9XA/s800/ninjin_carrot.png
https://3.bp.blogspot.com/-N1A-pNC2KxE/UkJND8qq-6I/AAAAAAAAYYM/-4tNo7NJupA/s800/takenoko_bamboo_shoot.png
https://1.bp.blogspot.com/-JaRzIloEZw4/UgSMOL-UzYI/AAAAAAAAW_A/vOiX6Tz5oO4/s800/fruit_banana.png
https://3.bp.blogspot.com/-QRErz305OBA/UgSMHMmwbGI/AAAAAAAAW8U/UxiX8qVnYYQ/s800/food_pizza.png
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リレー随筆 
 

通勤途中のﾊﾞｽで、

降車時に「ありがとう

ございました」と運転

手さんに声を掛ける

子に出会いました。そ

のおかげで、１日気持

ち良くｽﾀｰﾄすること

が出来ました。 

日々仕事に子育てと充実しながらもｽﾄﾚｽを

感じることがあるかもしれません。そんな時に

は自分で自分を労わってあげる「ｾﾙﾌｹｱ」も大

切ですよね。自分の時間を持てると良いのです

が、難しい方は考え方を変えてみるのも良い方

法かもしれません。ｱﾐｯﾄ･ｿｯﾄﾞ博士が作成した

動画『Ａ Very Happy Brain （とても幸せな

脳）』という動画をご存じでしょうか？脳は、

心の痛みと身体の痛みを区別できない、幸福を

追い求めることより、感謝と思いやりを追い求

めるほうが幸せになれるように脳はできてい

る… 幸せは、物事に対して自分がどう考え、

感じるかですね。 

先日、幼児ｸﾗｽで忍者をﾃｰﾏに遊びました。身

に付けるｸﾞｯｽﾞや手裏剣を制作する手裏剣工房

や身体を動かして遊ぶ、忍者の館等、子どもた

ちは各ｺｰﾅｰを自由に回り遊びました。忍者にな

りきり子どもたちに話し掛ける担任。周囲が見

ていなくても忍者のﾎﾟｰｽﾞで廊下を行き来する

子。得意気に修行する姿を見せる子。見ていて

ﾜｸﾜｸしました。一見ただ遊んでいるように見え

ますが、遊びを通して学ぶこの時期。友だちを

待ってあげたり場所を譲ってあげたりと『感謝

と思いやり』も育っているなと感じました。 

保育園の子どもたちの笑顔に日々癒されま

す。身近な幸せに目を向けることで、楽しい気

持ちが周囲に広がって行くと良いなと思いま

した。                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「さかせよう みんなの ひまわり」 

法人事務局でもひまわりを大切に育ててい

ます。元気に大きくなぁれ！  編集委員 

 

 

小松川おひさま保育園 

園長 長谷川 やよい 

娘は 1 歳から通わせていただいており、今年で 4 歳になります。初めての子育て、初めての保育園、

初めての仕事復帰で、入園当初は不安な気持ちでいっぱいでした。泣いてばかりいる娘を見ると幼

い子どもを預けて仕事をしても良いのだろうかと葛藤する毎日。しかし月日が経つにつれ、娘がｸﾞﾝ

ｸﾞﾝ成長していることに驚きました。ｺｯﾌﾟが使えるようになったり、おしゃべりが上手になったり、

運動会や発表会での成長を感じる逞しい姿。先生方やお友だちからたくさんの影響を受けて、楽し

く過ごしていることが伝わってきます。そしてひとつずつ出来ることが増えているのは先生方が娘

と熱心に向き合い、ｻﾎﾟｰﾄしてくださっているおかげです。娘の成長を一緒に応援してくださる保育

園にお世話になれていることを本当にありがたく思っています。  葛西第二おひさま保育園より 

保護者のみなさまの声 

区立から清新おひさま保育園へ民営化移行を経験した 2 児の母です。当時保護者として、区立のﾍﾞ

ﾃﾗﾝ先生からおひさまのﾌﾚｯｼｭな先生へ引継ぐときは正直不安でした。なぜなら新米ﾏﾏの私にとって

経験豊富な先生のｱﾄﾞﾊﾞｲｽは包容力や説得力があり、心強かったからです。そんな中、清新おひさま

の保育が始まると意外にも先生方のﾌﾚｯｼｭな一生懸命さと共に学んでいく感覚が私にとって、とても

心地よかったのを覚えています。民営化になったあの日から 7 年経った今でもその感覚は継続中で

す。すっかりﾍﾞﾃﾗﾝとなった先生やﾌﾚｯｼｭな先生方がﾊﾞﾗﾝｽよく在籍している現在の清新おひさま保育

園は我が家にとってとても居心地の良い保育園となっております。 

                                 清新おひさま保育園より 
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